
令和６年 １月

ＮＯ.１７４

各種行事・訓練

職場の豆知識

「 ヘアスタイル 」

第３師団隊員紹介コーナー

令和６年能登半島地震に係る災害派遣

師団武装走競技会

第３４代幕僚長 武本１佐 着任

新着任部隊長紹介

第３３代幕僚長 小倉１佐 離任

第３音楽隊演奏練成

師団戦士

我が部隊の新戦力

一隅を照らす

私の大切な物

表紙写真：令和６年能登半島地震災害派遣

～自衛隊の力を結集 いま被災地のために！～

令和６年能登半島地震

みんなの架け橋

自衛隊兵庫地方協力本部
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第
３
師
団
（
師
団
長

佐
藤
陸
将
）
は
、
令

和
６
年
１
月
１
日
、
石
川
県
能
登
地
方
で
発
生

し
た
「
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
」
に
係
る
災

害
派
遣
活
動
を
開
始
し
た
。

第
３
師
団
派
遣
隊
は
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、

救
援
物
資
の
輸
送
支
援
、
各
種
生
活
支
援
を
実

施
中
で
あ
る
（
１
月
25
日
現
在
）
。

地
震
の
影
響
に
よ
る
道
路
環
境
の
悪
化
に
伴

い
、
車
両
が
進
入
で
き
な
い
地
域
は
徒
歩
に
よ

る
活
動
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
な
か
、
隊
員
は
士

気
旺
盛
に
支
援
活
動
を
実
施
し
た
。

災
害
派
遣
に
従
事
し
た
石
川
県
出
身
の
隊
員

は
「
故
郷
の
た
め
に
、
全
力
で
任
務
に
取
り
組

み
ま
す
」
と
決
意
を
述
べ
た
。

第
３
師
団
は
、
被
災
さ
れ
た
方
々
に
寄
り
添

っ
た
支
援
活
動
を
引
き
続
き
実
施
し
て
い
く
。

衛生隊員による巡回診療

慰問演奏

第３師団派遣隊主力の前進（第３６普通科連隊）

物資輸送拠点での支援活動

ヘリによる救援物資空輸

遊撃隊による孤立住民の搬送

断水地域における給水支援 女性自衛官によるニーズ確認

入浴支援避難所における給食支援

授業再開が困難な小学校から授業
可能な中学校への資材輸送



師
団
は
12
月
下
旬
、

信
太
山
演
習
場
に
お
い

て
、
師
団
武
装
走
競
技

会
を
実
施
し
た
。

競
技
は
個
人
対
抗
の

部
及
び
チ
ー
ム
対
抗
の

部
で
実
施
さ
れ
、
各
部

隊
が
威
信
を
か
け
て
競

技
に
臨
ん
だ
。

勾
配
の
あ
る
コ
ー
ス

で
ペ
ー
ス
ダ
ウ
ン
し
た

選
手
を
チ
ー
ム
の
仲
間

が
鼓
舞
し
、
支
え
合
い
、

ゴ
ー
ル
に
向
か
っ
て
力

走
す
る
姿
な
ど
が
見
ら

れ
た
。

競
技
後
の
閉
会
式
で

は
、
部
隊
表
彰
及
び
個

人
タ
イ
ム
の
成
績
優
秀

者
が
表
彰
さ
れ
た
。

本
競
技
会
を
通
じ
て

部
隊
が
更
に
一
致
団
結

し
、
個
人
の
闘
争
心
の

向
上
を
図
っ
た
。

開会式 選手宣誓 第３７普通科連隊 村田３曹

一斉にスタート

チ
ー
ム
対
抗
Ａ
グ
ル
ー
プ
（
連
隊
の
部
）

第
１
位

第
37
普
通
科
連
隊

第
５
中
隊
対
戦
車
小
隊
第
１
分
隊

第
２
位

第
37
普
通
科
連
隊

本
部
管
理
中
隊
情
報
小
隊
第
３
班

第
３
位

第
37
普
通
科
連
隊

重
迫
撃
砲
中
隊
通
信
班

チ
ー
ム
対
抗
Ｂ
グ
ル
ー
プ
（
大
隊
の
部
）

第
１
位

第
３
通
信
大
隊

第
２
中
隊
共
用
通
信
第
２
班

第
２
位

第
３
高
射
特
科
大
隊

指
揮
情
報
中
隊
射
撃
小
隊
第
３
班

第
３
位

第
３
偵
察
戦
闘
大
隊

戦
闘
中
隊
第
３
小
隊
小
銃
分
隊

チ
ー
ム
対
抗
Ｃ
グ
ル
ー
プ
（
隊
の
部
）

第
１
位

第
３
飛
行
隊

整
備
班
Ａ

第
２
位

第
３
特
殊
武
器
防
護
隊

偵
察
小
隊
第
２
偵
察
班

第
３
位

第
３
飛
行
隊

整
備
班
Ｂ

３

３

沿道からの激励を受けて力走

朝日を背に力走

一進一退の展開

ラストスパート！！心をひとつに全員ゴール！！

チームを鼓舞して先導する選手 難所の登り坂を力走
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令
和
５
年
12
月
22
日
（
金
）
付
で
武
本

康
博
（
た
け

も
と

や
す
ひ
ろ
）
１
等
陸
佐
が
、
第
34
代
第
３
師
団
司

令
部
幕
僚
長
に
着
任
し
た
。
大
阪
府
出
身

前
職
は
、
陸
上
幕
僚
監
部
人
事
教
育
部
予
備
自
衛
官
室

長
（
市
ヶ
谷
）

第３４代

第３師団司令部 幕僚長

１等陸佐 武本 康博

佐藤 教人 １等陸佐

第７普通科連隊長第３師団司令部付隊長

さ と う のりひと

「仕事と生活の調和」
「相手の立場で考える。」

「簡 明」

要望事項

出身地 青森県
期 別 ９５Ｂ（一般幹候）
北部方面総監部（札幌）から

着任挨拶

状況報告受け

「誇りを持て」

要望事項

第３６普通科連隊長

古賀 理都靖 １等陸佐
こ が り つ や す

出身地 熊本県
期 別 ９８Ｂ（一般幹候）
富士教導団（富士）から

「支えよ 助けよ 協力せよ」

要望事項

大嶋 圭介 ３等陸佐
おおしま けいすけ

出身地 兵庫県
期 別 ０８Ｉ（部内幹候）
第１４後方支援隊（善通寺）から

着任挨拶

師
団
は
、
令
和
５
年
12
月
20
日
、
千
僧

駐
屯
地
に
お
い
て
、
第
33
代
幕
僚
長

小

倉
１
佐
の
離
任
行
事
を
実
施
し
た
。

苦
楽
を
と
も
に
し
た
司
令
部
勤
務
の
隊

員
に
よ
る
温
か
い
見
送
り
の
な
か
、
新
任

地
で
あ
る
東
北
方
面
総
監
部
（
仙
台
）
へ

向
け
、
千
僧
駐
屯
地
を
あ
と
に
し
た
。

離任挨拶

見送り行事

第
３
音
楽
隊
（
隊

長

今
井
１
尉
）
は
、

２
月
18
日
に
実
施
さ

れ
る
第
54
回
定
期
演

奏
会
に
向
け
て
練
成

を
実
施
中
で
あ
る
。

練
成
で
は
、
移
動

を
交
え
な
が
ら
の
演

奏
や
、
隊
形
に
つ
い

て
細
か
く
確
認
す
る

な
ど
、
本
番
に
向
け

て
準
備
を
整
え
た
。

※演奏会の応募は
終了しています。
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第
３
通
信
大
隊
本
部
管
理
中
隊
所
属
の
安

藤

祐
二
（
あ
ん
ど
う

ゆ
う
じ
）
１
曹
を

紹
介
し
ま
す
。

安
藤
１
曹
は
、
令
和
３
年
３
月
に
中
隊
に

配
属
さ
れ
、
大
隊
本
部
第
３
係
通
信
統
制
陸

曹
と
し
て
勤
務
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
災
害
派
遣
の
際
や
各
種
戦
技
競
技

会
に
お
い
て
、
計
画
を
現
況
把
握
及
び
作
成

す
る
な
ど
、
部
隊
の
隊
務
運
営
に
も
貢
献
し

て
い
ま
す
。

昨
年
度
の
体
力
・
射
撃
・
格
闘
検
定
に
お

い
て
優
秀
な
成
績
を
収
め
、
通
信
大
隊
が
選

出
す
る
「
通
信
大
隊

最
強
戦
士
」
に
選
ば

れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
大
隊
武

装
走
競
技
会
40
歳
以

上
の
部
第
１
位
、
全

自
衛
隊
陸
上
競
技
会
１
５
０
０
ｍ
走
40
歳
以

上
の
部
第
７
位
の
成
績
を
収
め
る
と
と
も
に
、

兵
庫
県
川
西
市
が
実
施
す
る
「
川
西
一
庫
ダ

ム
周
遊
里
山
フ
ァ
ン
ラ
ン
」
10
㎞
走
40
歳
以

上
の
部
に
お
い
て
２
年
連
続
で
優
勝
し
て
い

ま
す
。

努
力
を
惜
し
ま
ず
、
公
私
に
渡
っ
て
充
実

し
て
い
る
安
藤
１
曹
は
、
通
信
大
隊
全
隊
員

の
模
範
か
つ
、
若
年
隊
員
の
「
兄
貴
」
的
存

在
で
す
。

第
３
特
科
隊
情
報
中
隊
所
属
の
平
田

伊

吹
（
ひ
ら
た

い
ぶ
き
）
３
曹
へ
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
で
す
。

平
田
３
曹
は
、
令
和
２
年
３
月
入
隊
、
同

年
９
月
に
情
報
中
隊
へ
配
属
さ
れ
、
令
和
５

年
７
月
に
３
等
陸
曹
に
昇
任
し

ま
し
た
。
現
在
は
音
源
標
定
陸

曹
と
し
て
勤
務
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
９
月
に
念
願
の

入
籍
を
果
た
し
、
公
私
と
も
に

今
一
番
勢
い
に
の
っ
て
い
る
隊

員
で
す
。

Ｑ

陸
曹
教
育
隊
入
校
時
期
、
出
身
は
。

Ａ

第
１
４
２
期
、
令
和
５
年
１
月
入
校
、

出
身
は
愛
媛
県
松
山
市
で
す
。

【
陸
曹
教
育
隊
入
校
間
に
つ
い
て
】

Ｑ

印
象
に
残
っ
て
い
る
訓
練
は
。

Ａ

総
合
訓
練
で
す
。
同
期
と
共
に
努
力
し

て
き
た
集
大
成
を
示
す
こ
と
が
で
き
、
印

象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ

教
育
を
振
り
返
り
特
に
学
ん
だ
こ
と
は
。

Ａ

部
隊
を
動
か
す
指
揮
能
力
及
び
状
況
に

応
じ
上
司
へ
意
見
具
申
す
る
こ
と
の
大
切

さ
を
学
び
ま
し
た
。

Ｑ

陸
曹
に
な
っ
て
の
心
境
の
変
化
は
。

Ａ

陸
士
の
頃
よ
り
も
自
分
の

言
動
に
対
し
、
責
任
の
重
さ

を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

Ｑ

今
後
の
部
隊
で
の
目
標
は
。

Ａ

陸
士
の
模
範
と
な
る
こ
と
で
す
。

Ｑ

陸
曹
を
目
指
す
後
輩
隊
員
に
一
言

Ａ

失
敗
を
恐
れ
ず
何
事
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
よ
う
。

第３通信大隊 本部管理中隊

１等陸曹 安藤 祐二

第３特科隊 情報中隊

３等陸曹 平田 伊吹

３

第３７普通科連隊

本部管理中隊

今回は、第３７普通科連隊本部管理中隊所属の愛甲 秀明（あいこう ひであき）２曹
が大切にしている「砥石」を紹介します。砥石は、一般的に家庭で包丁を研ぐ際に使用し
ますが、私は趣味で様々な刃物を数種類の砥石を使い分けて研いでいます。
きっかけは、密度の高い仕上げ砥石の発見でした。それまでは、よくある砥石でそれな

りの仕上がりでしたが、密度の高い良い仕上げ砥石で研ぐと見違え
るような切れ味になります。刃物研ぎの魅力は、100円均一の包丁や
刃こぼれして全く切れない状態の刃物を、新品以上の切れ味にでき
ることです。私に砥ぎを依頼してきた人はいつも大変喜んでくれ、
達成感を感じます。
現在は“天然砥石”で、異次元の切れ味を求めて研究中です。

また、様々な方からの研ぎ依頼を募集しています。
２等陸曹愛甲 秀明

大隊武装走競技会において
力走する安藤１曹

第３後方支援連隊
第１整備大隊本部付隊

１等陸士 沖山 真帆

第
３
後
方
支
援
連
隊
第
１
整
備
大
隊
本
部
付

隊
需
品
整
備
班
所
属
の
沖
山

真
帆
（
お
き
や

ま

ま
ほ
）
１
士
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
す
。

Ｑ

入
隊
時
期
、
出
身
は
。

Ａ

令
和
５
年
４
月
入
隊
、
大
阪
府
出
身
で
す
。

Ｑ

入
隊
の
動
機
は
。

Ａ

学
校
で
行
わ
れ
た
自
衛
隊
地
方
協
力
本
部

の
就
職
案
内
・
説
明
を
聞
い
て
自
衛
隊
に
興

味
が
湧
き
、
志
願
し
ま
し
た
。

Ｑ

現
職
務
の
や
り
が
い
は
。

Ａ

天
幕
等
の
キ
ャ
ン
バ
ス
整
備
（
ミ
シ
ン
掛

け
）
が
楽
し
い
で
す
。

Ｑ

現
職
務
で
苦
労
し
て
い
る
こ
と
は
。

Ａ

体
力
面
に
課
題
が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

課
題
克
服
の
た
め
、
課
業
外
の
時
間
を
使
っ

て
体
力
練
成
を
実
施
中
で
す
。

Ｑ

尊
敬
す
る
先
輩
は
。

同
じ
需
品
整
備
班
の
亀
甲
３
曹
で
す
。

私
が
職
場
で
分
か
ら
な
い
事
や
困
っ
て
い
る

時
、
何
で
も
丁
寧
に
教
え
て
く
れ
ま
す
。

Ｑ

営
内
で
の
生
活
は
。

Ａ

同
部
屋
の
先
輩
と
毎
日
楽
し
い
時
間
を
過

ご
せ
て
い
ま
す
。

Ｑ

今
後
の
目
標
は
。

Ａ

陸
曹
候
補
生
選
抜
試
験
に
合
格
し
、
陸
曹

に
な
る
こ
と
で
す
。

Ｑ

最
後
に
一
言

Ａ

俸
給
の
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
も
あ
り
、
そ
れ
に

見
合
う
働
き
を
し
ま
す
。

愛用の「砥 石」
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□１面
・令和６年能登半島地震災害派遣
・第５４回定期演奏会

□２面
・師団スキー集合訓練
・総合戦闘射撃

□３面
・連隊訓練検閲 （第３後方支援連隊）
・ＮＢＣ防護訓練（第３特殊武器防護隊）

・陸士特技課程
「初級施設機械操作」（第３施設大隊）

□５面
・２府４県近畿の旅

・職場のマメ知識

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ Ｘ
(旧Twitter)

３師団ＳＮＳ【ＱＲコード】

【次号掲載記事（予定）】

Instagram Facebook

□４面
・近畿の守り人 （第３音楽隊）

・３Ｄガイズ （第３高射特科大隊）

・ただ今奮闘中 （第３飛行隊）

・趣味あります （第３施設大隊）

こ
の
コ
ー
ナ
ー

で
は
、
自
衛
隊

地
方
協
力
本
部

か
ら
の
情
報
を

発
信
し
ま
す
。

自衛隊の推しがある

ひょうふぁみになって
イベントに参加しよう！

推しぷろＱＲ

軍
人
（
男
性
）
の
髪
型
と
言
え

ば
丸
刈
り
や
Ｇ
Ｉ
カ
ッ
ト
と
い
っ

た
短
髪
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。
戦
場
に
お
い
て
は
、
水

の
制
限
が
あ
っ
た
り
、
衛
生
面
に

お
い
て
も
か
な
り
の
注
意
が
必
要

で
す
。
そ
の
た
め
、
短
髪
で
あ
れ

ば
、
清
潔
に
保
ち
や
す
い
、
ケ
ガ

を
し
た
と
き
に
処
置
を
し
や
す
い
と
い
っ
た
合
理
的
な

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

日
本
の
歴
史
を
遡
る
と
合
戦
を
繰
り
広
げ
て
い
た
時

代
、
武
士
た
ち
は
、
主
に
髷
（
ま
げ
）
を
結
い
、
ほ
ど

け
ば
長
髪
で
し
た
。
伝
統
や
様
式
美
、
装
備
（
兜
）
の

形
状
の
変
遷
に
伴
い
、
髪

型
も
遂
次
変
化
し
ま
し
た

が
、
髷
を
結
う
伝
統
は
継

承
さ
れ
て
お
り
、
戦
場
に

お
い
て
も
長
髪
で
あ
る
こ

と
に
変
わ
り
は
な
か
っ
た

よ
う
で
す
。
時
代
の
価
値

観
に
基
づ
き
、
合
理
性
よ
り
も
重
視
す
る
こ
と
が
あ
っ

た
よ
う
に
思
え
ま
す
。

い
つ
か
ら
短
髪
が
望
ま
し
い
と
な
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
。
日
本
に
お
い
て
は
、
１
８
７
１
年
「
散
髪
、
脱
刀

令
」
に
よ
り
髷
が
廃
止
と
な
り
ま
し
た
。
西
洋
式
の
頭

髪
が
広
ま
り
、
長
髪
で
あ
る
必
要
も
な
く
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
武
士
に
か
わ
っ
て
、
西
洋
式
軍
隊
が
設
立
さ

れ
、
戦
場
も
外
国
へ
移
っ
て
い
き
ま
し
た
。
新
た
な
様

式
美
や
過
酷
な
環
境
下
の
衛
生
状
態
や
医
療
等
の
合
理

性
が
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
短
髪
と
な
っ
て
い
っ

た
よ
う
で
す
。

時
間
の
経
過
と
と
も
に
、
価
値
観
や
重
視
す
べ
き
こ

と
等
は
変
化
し
て
い
く
よ
う
に

思
わ
れ
ま
す
。

も
し
か
し
た
ら
、
将
来
的
に

は
色
々
な
カ
ラ
ー
や
髪
型
の
自

衛
官
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

マメ

著
：
キ
ャ
プ
テ
ン
・
ジ
ョ
シ
ュ
ア

「

ヘ

ア

ス

タ

イ

ル

」
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皆さん、あけましておめでとうございます‼
兵庫地本のマスコットキャラクターのひょうちんだよ‼

今回は、兵庫地本が去年から始めたプロジェクト
「推し活プロジェクト(略して「推しぷろ」)」を紹介するよ‼

募集課企画係

竹田２曹

Q：３師団での勤務経験は？
A：第３６普通科連隊第１中隊
と、同じく第１科広報班です。
Q：地本での仕事は？
A：募集課調達関連の仕事を行
っています。後方から最前線
の広報官へ、ナイスなグッズ
や資料を提供しています！
Q：３師団の皆さんへひとこと
A：３師団の精強化のために、
これからも微力ながら貢献し
ていきます。大変な時もある
と思いますが、皆さんも頑張
ってください！

笑
顔
が
素
敵
な

ナ
イ
ス
ガ
イ

‼

兵庫地本
メンバー紹介‼

兵
庫
地
本
で
は
「
推
し
活
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
（
以

下
推
し
ぷ
ろ
）
め
ん
ば
ー
を
募
集
中🌟

推
し
ぷ
ろ
と
は
、
め
ん
ば
ー
登
録
を
し
て
く
れ
た

方
（
め
ん
ば
ー
の
方
を
「
ひ
ょ
う
ふ
ぁ
み
」
と
呼
び

ま
す
）
だ
け
に
、
艦
艇
特
別
見
学
な
ど
の
特
別
な
イ

ベ
ン
ト
を
ご
案
内
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

推
し
ぷ
ろ
に
登
録
す
る
条
件
は
「
13
歳
～
32
歳
及

び
そ
の
保
護
者
・
学
校
関
係
者
」
「
自
衛
隊
の
推
し

（
人
で
も
装
備
品
で
も
何
で
も
Ｏ
Ｋ
）
が
あ
る
」
こ

の
２
点
だ
け
！

イ
ベ
ン
ト
に
行
っ
て
み
た
い
け
ど
、
一
人
で
行
く

の
は
な
ん
か
怖
い
な
ぁ
と
思
っ
て
い
る
ア
ナ
タ
、
子

供
を
連
れ
て
い
き
た
い
け
ど
仕
事
が
あ
っ
て
連
れ
て

い
け
な
い
お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
！
兵
庫
地
本
に
お

任
せ
く
だ
さ
い🌟

ひ
ょ
う
ふ
ぁ
み
の
方
だ

け
に
ご
案
内
す
る
特
別
な

体
験
も…

🌟


